
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Integrated Arts and Sciences〉 Regional Sciences (Master’s Degree) — Environmental Symbiosis Studies [⇒Japanese]

生物資源特論B 2 units (selection) 1st-year(1st semester)

Hideyuki Nakagawa · Professor / Environmental Symbiosis Studies, Regional Sciences, Kumio Yokoigawa · Professor / Environmental Symbiosis Studies, Regional Sciences

Target〉 さまざまな生物資源の有用性や外部環境との関わりを理解すると共に，
種々の産業における生物資源の利用の現状を理解し，今後の展望を考察する
能力を身につける．

Outline〉 (中川秀幸/8回)動植物および海洋生物由来の低分子化合物や蛋白質性
毒素などの生命科学分野における有用性を解説し，それらの応用を講述する．
(横井川久己男/7回)生物資源としての有用微生物の特徴を微生物学，生化学，
分子生物学，生活科学，食品学の立場から解説すると共に，発酵食品や食品
素材の微生物生産に関する研究の現状と問題点を考察する．

Keyword〉 bioactive substance, marine organism, land plant, natural product,
biotic environment

Goal〉 さまざまな生物資源の有用性や外部環境との関わりを理解すると共に，
種々の産業における生物資源の利用の現状を理解し，今後の展望を考察する
能力を身につける．

Schedule〉
1.陸上生物由来の生理活性物質 1-低分子性 (中川)
2.陸上生物由来の生理活性物質 2-高分子性 (中川)
3.海洋生物由来の生理活性物質 1-低分子性 (中川)
4.海洋生物由来の生理活性物質 2-高分子性 (中川)
5.海洋生物由来の生理活性物質 3-毒素 (中川)
6.生体機能に対する海洋生理活性物質の影響 1(中川)
7.生体機能に対する海洋生理活性物質の影響 2(中川)
8.レポート課題と総括授業 (中川)
9.種々の有用微生物を概説すると共に，自然環境から分離する方法を解説す
る (横井川)

10.自然環境から分離された醸造用微生物の特徴と重要な機能を解説する (横
井川)

11.自然環境から分離された製パン用微生物の特徴と重要な機能を解説する (横
井川)

12.自然環境から分離された納豆菌の特徴と重要な機能を解説する (横井川)
13.自然環境から分離された乳酸菌の特徴と重要な機能を解説する (横井川)
14.自然環境から分離された酢酸菌の特徴と重要な機能を解説する (横井川)
15.自然環境から分離された麹菌の特徴と重要な機能を解説する (横井川)

Evaluation Criteria〉 出席と期末試験により評価する．

Textbook〉 特に使用しない．
Reference〉 なし，適宜プリントを配布する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218062
Contact〉
⇒ Nakagawa (3222, +81-88-656-7259, sea-hide@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: 研究室に在室の時はいつでも．)
⇒ Yokoigawa (3221, +81-88-656-7267, yokoigaw@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail

— 1 —

http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/60463/profile-en.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/82339/profile-en.html
http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218062
mailto:sea-hide@ias.tokushima-u.ac.jp
mailto:yokoigaw@ias.tokushima-u.ac.jp

